
よい人、よい町、よい政治。 議員が編集した手づくり広報紙

こんにちは
議会です。 平成27年11月15日号

発行／三股町議会
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崎
県

no.81

TOPICS
■９月定例会（9月3日～9月18日） ■ 町政を問う 一般質問（8名）
□ シリーズ お隣さん元気（下新馬場・今市）トピックス

表紙写真：こばと保育園運動会（平成 27年 9月 6日）
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一
般
会
計
決
算 　

町
議
会
で
は
９
月
議
会
を
９
月
３
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。
今
回
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
26
議

案
、
請
願
１
件
、
諮
問
２
件
、
意
見
書
案
１
件
、
議
案
を
付
託
し
審
議
し
た
。
議
案
の
主
な
も
の
は
、
平
成
26
年
度
決
算
の
認
定
に
係
る
も
の

が
９
議
案
、
平
成
27
年
度
町
条
例
に
関
す
る
も
の
が
６
議
案
、
補
正
予
算
が
９
議
案
と
な
っ
て
い
る
。
全
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
及
び
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
８
人
。
教
育
問
題
、
家
庭
ご
み
問
題
、
改
正
公
職
選
挙
法
問
題
、
若
者
へ
の
人
材
育
成
問
題
、
農
業

林
業
問
題
、
地
方
創
生
な
ど
、
三
股
町
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

9月定例会

　
今
回
の
議
会
で
は
、平
成
26
年

度
一
般
会
計
、特
別
会
計
及
び
企

業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
１
０
４
億
２
９
８
４
万

円
、歳
出
総
額
１
０
１
億
38
万
円

で
す
。

　

前
年
度
比
３・
１
％
の
増
、
地

方
交
付
税
は
28
億
７
４
０
８
万
円

で
対
前
年
度
比
２・
６
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
支
出

金
は
９
億
５
９
７
６
万
円
で
前
年

度
よ
り
８・
８
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
更
に
、
本
年
度
の
借
金

は
12
億
３
５
２
万
円
で
、対
前
年

度
比
86
・
８
％
の
増
と
な
り
、
借

金
総
額
が
76
億
３
２
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。主
な
歳
出
に
つ
い

て
は
下
記
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平成26年度決算賛成多数で認定

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
…
…
４
億
１
２
４
３
万
円

児
童
手
当
給
付
事
業

　
　
…
…
５
億
４
６
４
８
万
円

保
育
園
施
設
整
備
事
業

　
　
…
…
１
億
５
６
５
万
円

保
育
所
運
営
費
事
業

　
　
…
…
10
億
５
４
３
０
万
円

都
城
地
域
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

　
　
…
…
３
億
４
３
１
４
万
円

養
護
老
人
ホ
ー
ム
措
置
費

　
　
…
…
１
億
１
０
６
６
万
円

　

請
　
願

平
成
26
年
度
に
取
り
組
ん
だ

事
業
内
容

人
事
案
件

条
例
改
正

鹿
児
島
県
川
内
原
発
再
稼
動
に
つ
い

て
公
開
住
民
説
明
会
を
求
め
る
請
願

書
　
▼
不
採
択

◯
三
股
町
空
家
等
の
適
性
管
理
及
び

　
有
効
利
用
に
関
す
る
条
例

◯
三
股
町
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例

◯
三
股
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

　
理
者
の
指
定
の
手
続
き
等
に
関
す

　
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例

◯
三
股
町
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◯
三
股
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

◯
三
股
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
▼
可　
決

固
定
資
産
評
価
委
員
選
任
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦　
適
任 木佐貫克己氏

（再　任）
柳橋　一彦氏
（新　任）

馬場　真吾氏
（新　任）

上西　理惠氏
（新　任）
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地
方
創
生
に
係
る
新
型
交
付
金
等
の
財
源

確
保
を
求
め
る
意
見
書

　
▼
可　
決

意
見
書

歳
入
の
主
な
も
の

地
方
交
付
税 

…
…
…
…
５
９
６
８
万
円

国
庫
支
出
金 

…
…
…
…
３
８
５
３
万
円

繰
入
金 

…
…
…
…
４
０
７
４
万
円

繰
越
金 

…
…
２
億
２
７
０
８
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

地
方
創
生
、移
住
、定
住
応
援
事
業
委
託
料

 

…
…
…
…
…
６
６
８
万
円

番
号
制
度
構
築
事
業
プ
リ
ン
タ
ー
購
入
料

 

…
…
…
…
…
３
２
７
万
円

障
が
い
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

 
…
…
…
…
…
５
９
６
万
円

財
政
安
定
化
支
援
事
業
繰
出
金
 

…
…
…
…
…
４
６
６
万
円

都
城
地
域
健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
補

助
金

 

…
…
…
…
３
４
３
３
万
円

道
路
維
持
補
修
事
業 

…
４
０
０
０
万
円

審
議
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
平
成
27
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

　
▼
賛
成
多
数
で
可
決

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

決
算
審
査
の
結
果
を
報
告

谷山代表監査員

　
識
見
選
出
の
谷
山
監
査
委
員
と
議
会
選

出
の
池
田
監
査
委
員
は
、平
成
26
年
度
一

般
会
計
、特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
に

つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
を
意
見
書
に
ま
と
め
、町
長

に
提
出
し
、適
正
で
あ
る
と
の
報
告
を
議

会
初
日
に
行
っ
た
。

こんな事業に取り組みました！平成26年度決算

保育所運営事業
10億5,430万円

児童手当給付事業
５億4,648万円

障がい福祉サービス事業
４億1,243万円

都城地域健康医療ゾーン整備事業
３億4,314万円

地方創生 元気な町づくり
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内村　立𠮷議員 ……………５p掲載
①小中学校の熱中症対策はいかに。
②子どもの長期休暇（夏休み）明けにどんな
　対策を。
③経営所得安定対策交付金の対策作物は何か。

池邉　美紀議員 ……………６p掲載
①ふるさと納税のリピート対策は。
②ごみ処理費用増大の対策は。
③長田町営住宅の改修計画はどうなっているのか。

堀内　義郎議員 ……………７p掲載
①眺霧台の電波障害をどう考えるか。
②鳥獣対策の電気柵調査結果はどうだったか。
③町道を計画的に整備できないか。

楠原　更三議員 ……………８p掲載
①町民憲章にある先人の偉業を学ぶ環境とは。
②文化財指定の動きは。
③人口増の要因となっている町独自の施策は。

池田　克子議員 ……………９p掲載
①改正公職選挙法に対し政治意識への醸成
　計画はあるのか。
②18歳選挙を機に若年層の投票率アップへ
　の対策は。
③人材育成に対しどのように対応しているのか。

福田　新一議員 ……………10p掲載
①三股町地方創生推進会議の目的を明確に。
②「ひとづくり部会」「しごとづくり部会」にお
　ける具体的な施策は出たのか。
③補助金に頼らない本物の地方創生とは。

重久　邦仁議員 ……………11p掲載
①不当利得に対しての対応は。
②投票率向上のための投票しやすい環境整
　備を考えるべきではないか。

森　正太郎議員 ……………12p掲載
①台風15号の被害状況はどうだったか。
②川内原発再稼働に対する避難計画はあるのか。
③プレミアム付き商品券の成果と問題点は。

9
月
議
会
一
般
質
問

三股町議会だより no.81ここが聞きたい

　一般質問は８人。教育問題、家庭ごみ問題、改正公職選挙法に関する問題、投票率アップ
の手段、若者への人材育成問題、地方創生の推進具体策等と、現在、本町が直面している様々
なテーマについて、多方面から、熱の入った議論が展開された。６月定例議会質問に引き続
き９月議会にてさらに深く追求する質問もあり、各々の捉えているテーマへの真剣味が感じ
られました。
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関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
よ
う
通
知
文
を

出
し
た
。
小
中
学
校
に
於
い
て
は
、
毎
月

い
じ
め
、不
登
校
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、

全
職
員
で
配
慮
す
る
よ
う
に
、児
童
生
徒

に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
、
保
護
者
・

関
係
機
関
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。教
育

委
員
会
で
は
、児
童
生
徒
の
状
況
把
握
と

支
援
方
針
等
を
検
討
す
る
サ
ポ
ー
ト
訪
問

を
行
っ
て
い
る
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
れ
、
悩

み
打
ち
明
け
や
す
い
環
境
を
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。学

校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
係
、

関
係
機
関
と
の
協
力
が
あ
っ
て
子
ど
も
は

育
っ
て
い
く
。地
域
の
力
が
大
事
で
あ
る
。

畜
産
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
今
後
の

見
通
し
は
。

昭
和
48
年
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

敷
地
面
積
約
７
反
で
あ
る
。

　
今
年
度
か
ら
、
２
ヶ
年
か
け
て
公
共
施

設
の
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
計
画
で

あ
り
、
関
係
者
の
意
思
、
要
望
等
を
踏
ま

え
、検
討
し
て
い
く
。

内 村　立 𠮷 議員

総
務
省
、
消
防
庁
は
、
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
者
数
が
２
０
０
８

年
の
調
査
開
始
以
来
過
去
最
多
と
な
っ
た

と
発
表
し
た
。
本
町
に
お
け
る
小
中
学
校

の
熱
中
症
に
関
わ
る
状
況
は
。

教
育
委
員
会
で
は
、
各
、
小
中

学
校
に
対
し
、運
動
会
、体
育
会
等
で
は
、

児
童
生
徒
の
健
康
安
全
に
特
に
留
意
し
た

上
で
実
施
す
る
よ
う
通
知
文
を
出
し
た
。

児
童
生
徒
へ
は
、熱
中
症
予
防
の
約
束
を

し
、指
導
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
小
中
学
校
の
救
急

搬
送
者
は
い
な
か
っ
た
か
。

平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
現
在

の
所
い
な
い
。

子
ど
も
の
長
期
休
暇
明
け
の
登
校

拒
否
、自
殺
者
が
、多
い
と
聞
く
、

子
ど
も
の
夏
休
み
明
け
は
ど
う
か
。

内
閣
府
調
査
の
42
年
間
に
お
け

る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
自
殺
し
た
日
を

集
計
す
る
と
夏
休
み
明
け
の
９
月
１
日
が

突
出
し
て
多
い
。
本
町
に
お
い
て
は
、
各

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
見
守
り
関
係
機

一般質問

小中学校の熱中症対策はいかに

予防の約束を掲示している

質
　
問

教
育
長

経
営
所
得
対
策
交
付
金
の
対
策
作

物
は
ど
う
な
る
の
か
。

対
策
作
物
は
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
、

加
工
用
米
、
飼
育
用
米
、
飼
料
作
物
、
サ

ト
イ
モ
、
甘
し
ょ
、
野
菜
、
地
力
増
進
作

物
、大
豆
、そ
ば
、な
た
ね
な
ど
が
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
今

後
も
や
っ
て
い
く
の
か
。

今
後
も
、
本
町
の
考
え

方
と
し
て
は
、ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
続
け
て
い
く
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
検
査
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

検
査
に
つ
い
て
は
、国
、

県
、
町
、
農
業
委
員
会
の
10
名
で
回
り
合

否
も
判
定
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
夏
休
み
明
け
対
策
は

畜
産
セ
ン
タ
ー
概
要
は

経
営
所
得
対
策
は

WCSとは
ホールクロップサイレージ
（Whole Crop Silage）の略です。
稲発酵粗飼料を指します。
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費
に
あ
た
る
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
委
託

料
が
約
１・８
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

4
月
か
ら
7
月
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

昨
年
比
で
22
ト
ン
も
増
え
て
い
る
た
め
、

ご
み
処
理
費
用
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。

４
Ｒ
運
動
の
推
進
啓
発
を
図
る
。

埼
玉
県
三
芳
町
で
は
家
庭
ゴ
ミ

10
％
削
減
大
作
戦
と
し
て
町
民

一
体
と
な
っ
て
、
一
ヶ
月
イ
ベ
ン
ト
的
に

行
い
重
量
や
前
月
比
で
公
表
し
て
い
る

が
。
本
町
で
は
で
き
な
い
か
。

生
ご
み
処
理
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
の
充
実
を
図
る
。
重
量
は
毎
月
集

計
さ
れ
て
い
る
の
で
検
討
す
る
。

町
長
の
公
約
に
過
疎
化
対
策
が

あ
り
新
築
1
戸
建
設
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
計
画
が
止
ま
っ
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
と
シ
ャ
ワ
ー
設
置
が
で

き
な
い
か
。

昭
和
61
年
か
ら
12
戸
築
造
で
、
ト

イ
レ
は
汲
み
取
り
式
水
洗
、
シ
ャ
ワ
ー
は

5
戸
設
置
。
予
算
も
伴
う
が
住
環
境
の
改

善
は
過
疎
対
策
の
一
端
を
担
う
の
で
、
事

務
事
業
評
価
幹
部
会
等
を
経
て
年
次
的
に

池 邉　美 紀  議員

再
度
寄
付
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
取
り
組
み
は
あ
る
か
？

今
年
度
寄
付
者
に
対
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
事
業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

一
度
利
用
さ
れ
た
方
に
向
け
た
専
用
の
Ｈ

Ｐ
を
作
成
し
特
ダ
ネ
情
報
を
提
供
す
る
な

ど
す
る
。先

駆
事
例
と
し
て
東
京
で
寄
付
者

を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
成
功
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
全
国
の
自
治
体
で

知
恵
を
し
ぼ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
よ

り
積
極
的
な
取
組
み
案
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
重
要
な
財
源
で

あ
り
、
全
国
過
熱
気
味
で
あ
る
が
、
地
域

経
済
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
こ
れ
ま

で
通
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

山
田
町
に
新
設
さ
れ
た
ご
み
処

理
施
設
、
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
場
所
が
遠
く

に
な
る
た
め
に
、
運
搬
費
に
よ
る
ご
み
処

理
費
用
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の

見
通
し
と
改
善
点
は
。

今
年
度
の
予
算
計
上
で
ご
み
運
搬

一般質問

ふるさと納税のリピート対策は

リピーター獲得を積極的に行う

質
　
問

町
　
長

改
修
を
考
え
て
い
き
た
い
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
も
な

る
の
で
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。
本

格
的
な
も
の
で
な
く
大
判
の
プ
リ
ン
タ
ー

で
安
価
に
作
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

地
方
創
生
に
伴
い
町
の
Ｐ
Ｒ
も
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
移
住
促
進
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

長
田
町
営
住
宅
の
現
状
は

▲三股町ふるさと納税ダイレクトメール
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け
、２
次
募
集
時
に
説
明
を
付
け
加
え
た
。

お
詫
び
は
あ
っ
た
も
の
の
、
１

次
募
集
時
に
説
明
が
な
か
っ
た

事
に
対
し
不
満
が
あ
り
、
接
続
費
用
な
ど

の
助
成
は
で
き
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
る

が
ど
う
考
え
る
か
。

本
町
は
、
町
内
全
域
に
隈
な
く

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
受
信
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
網
設
置
に
対
す

る
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
又
、
眺
霧
台
地

区
の
方
々
へ
は
、
三
股
町
過
疎
地
域
定
住

促
進
奨
励
金
も
交
付
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
接
続
費
用
の
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

静
岡
で
の
電
気
柵
死
傷
事
故
を

受
け
、
町
内
で
の
鳥
獣
対
策
の

電
気
柵
調
査
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

平
成
19
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
に
補
助
事
業
で
設
置
さ
れ
た
も
の

は
１
６
９
基
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
現
在
も

設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
52
基
で
あ
る
。
危

険
表
示
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が

12
基
あ
り
、
早
急
に
設
置
を
す
る
よ
う
指

導
を
行
っ
た
。

堀 内　義 郎 議員

宮
村
寺
柱
地
区
の
眺
霧
台
は
、
今

も
地
デ
ジ
の
電
波
が
入
り
に
く

い
と
の
苦
情
が
あ
る
。
現
状
と
土
地
開
発

前
の
調
査
は
充
分
だ
っ
た
の
か
。

宅
地
開
発
に
つ
い
て

は
、
宮
村
地
区
過
疎
対
策
協
議
会
よ
り
要

望
を
受
け
寺
柱
地
区
に
決
定
し
た
。
開
発

公
社
が
、
造
成
を
行
い
平
成
23
年
よ
り
販

売
を
行
っ
た
。

　
調
査
に
つ
い
て
、
地
質
調
査
等
は
実
施

し
た
が
テ
レ
ビ
の
電
波
状
況
に
つ
い
て
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
又
、
１
次
募
集
の
購
買
者
よ
り
受
信
状

態
が
悪
い
と
の
指
摘
を
受
け
、
２
次
募
集

時
に
説
明
を
付
け
加
え
た
。

１
次
募
集
時
と
２
次
募
集
時
の
説

明
と
内
容
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。
も
と
も
と
こ
の
地
区
は
電
波
の
入
り

が
悪
い
た
め
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、

そ
の
後
ケ
ー
ブ
ル
網
が
整
備
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

等
で
募
集
を
か
け
た
。
内
容
と
し
て
地
質

調
査
の
結
果
や
販
売
価
格
、
申
し
込
み
方

法
・
資
格
や
引
き
渡
し
ま
で
の
過
程
等
を

説
明
し
て
い
る
。
又
、
１
次
募
集
の
購
買

者
よ
り
受
信
状
態
が
悪
い
と
の
指
摘
を
受

一
時
停
止
や
歩
道
車
道
を
区
別

す
る
白
線
が
消
え
安
全
を
危
惧

す
る
声
が
多
い
。
計
画
的
に
整
備
で
き
な

い
の
か
。

外
側
線
は
、
通
学
路
点

検
時
や
地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
平
成

25
年
度
に
約
６
０
０
０
ｍ
、
翌
年
度
約
２

０
０
０
ｍ
引
き
直
し
た
。　
停
止
線
や
横

断
歩
道
は
、
公
安
委
員
会
が
指
定
し
取
り

締
ま
り
の
対
象
と
な
り
警
察
で
引
く
が
、

道
路
の
管
理
上
舗
装
補
修
を
行
っ
た
箇
所

は
町
で
引
き
直
し
て
い
る
。

　
又
、
町
道
４
２
０
㎞
あ
る
中
、
要
望
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
。
今
後
は
、
通
学
路

や
交
通
量
の
多
い
箇
所
等
を
優
先
し
、
新

た
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
も
整
備
し
て
い

き
た
い
。

一般質問

眺霧台の電波障害をどう考えるか

ケーブル設置網の助成や奨励金の
交付をしている

質
　
問

町
　
長

鳥
獣
対
策
の
調
査
結
果
は

三股町議会だより no.81
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入
時
代
、
大
学
進
学
の
一
般
化
な
ど
に
よ

り
、
今
で
は
他
市
町
村
と
比
較
し
て
本
町

を
文
化
・
教
育
水
準
の
高
い
町
と
呼
ぶ
に

は
若
干
の
抵
抗
が
あ
る
。
伝
統
教
育
の
推

進
に
取
り
組
む
と
共
に
、
学
校
教
育
環
境

の
整
備
充
実
に
務
め
て
い
る
。
町
づ
く
り

は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
教
育
か
ら
の

観
点
で
文
教
の
町
再
生
の
た
め
各
種
の
取

り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

梶
山
城
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

城
跡
保
存
委
員
会
が
あ
り
、

文
化
庁
の
調
査
員
と
県
文
化
財
課
職
員
が

来
町
し
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
本
町
と

都
城
市
の
協
力
体
制
の
下
、
県
が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

三
島
通
庸
公
の
実
績
を
文
化
財

と
し
て
残
せ
な
い
か
。

史
料
的
裏
付
け
が
取
れ
て
い

な
い
た
め
、
指
定
は
困
難
だ
が
、「
三
島

家
文
書
」
で
調
査
中
で
あ
り
、
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

楠 原　更 三 議 員

先
人
の
偉
業
に
学
び
、
郷
土
愛

と
開
拓
精
神
を
持
っ
て
明
る
く

豊
か
な
町
を
つ
く
る
と
町
民
憲
章
に
あ

る
。
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
啓
発

と
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
行
事
等

で
憲
章
を
朗
誦
し
、啓
発
に
努
め
て
い
る
。

町
民
を
対
象
と
し
た
史
跡
め
ぐ

り
講
座
を
開
設
し
、
本
町
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

学
校
で
は
、
副
読
本
で
の
先
人
の
偉
業
の

紹
介
や
伝
統
教
育
の
推
進
、
教
職
員
に
対

し
て
地
域
史
跡
研
修
の
実
施
な
ど
で
地
域

素
材
を
活
用
し
た
学
習
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

文
教
の
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

①
龍
雲
館
の
石
碑
②
規
模
・
利

用
実
績
と
も
ト
ッ
プ
を
誇
る
町
立
図
書
館

③
「
ま
ち
ド
ラ
」
や
戯
曲
講
座
や
演
劇
講

座
な
ど
の
取
組
等
で
地
域
創
造
大
賞
を
受

賞
し
、
町
民
の
文
化
芸
術
水
準
の
向
上
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
町
立
文
化
会
館
④
文

化
の
祭
典
や
文
教
み
ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
な
ど
の
実
施
。

義
務
教
育
制
度
の
充
実
、
高
校
全

一般質問
町民憲章にある先人の偉業を学ぶ
環境とは

史跡めぐりや教職員の地域史跡研
修を実施している

質
　
問

教
育
長

徒
歩
や
自
転
車
を
使
っ

た
よ
か
も
ん
ツ
ア
ー
な
ど
で
三
島
通
り
等

を
含
ん
だ
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
い
。

都
城
東
飛
行
場
跡
地
を
戦
争
史

跡
と
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

新
町
史
に
も
掲
載
す
る
予
定

で
あ
り
、
早
急
に
調
査
を
実
施
す
る
。

人
口
増
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

町
独
自
の
対
策
は
。

乳
幼
児
医
療
の
無
料

化
、
保
育
料
軽
減
の
為
の
助
成
、
子
育
て

に
関
す
る
施
策
の
充
実
な
ど
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
若
い
世
代
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
出
生
率
の

増
加
と
移
住
定
住
、
若
者
の
町
外
流
出
抑

制
が
必
要
と
考
え
る
。

三股町議会だより no.81

文
化
財
指
定
の
動
き
は

人
口
増
の
要
因
は

8



若
者
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
で
の
投
票
所
の
設
置
や
若
者
が
若

者
に
投
票
を
働
き
か
け
る「
若
者
啓
発
グ

ル
ー
プ
」の
育
成
等
を
検
討
・
実
施
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
11
月
に

都
城
選
管
委
員
会
と
合
同
で
都
城
東
高
校

で
選
挙
に
関
す
る
説
明
を
予
定
し
て
い

る
。

期
日
前
投
票
が
年
々
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
身
近
な
所
で
投
票
で

き
る
よ
う
期
日
前
投
票
所
の
増
設
が
で
き

な
い
か
。

先
の
町
議
会
選
挙
に

お
い
て
、役
場
ロ
ビ
ー
ほ
か
駅
舎
多
目
的

ホ
ー
ル
で
２
日
間
設
置
し
た
。次
回
の
選

挙
で
も
設
置
し
た
い
。そ
の
他
の
設
置
も

前
向
き
に
検
討
す
る
。

近
隣
に
は
高
校
や
大
学
が
あ
る

も
の
の
、
今
ひ
と
つ
学
生
や
若
者

の
姿
が
と
ら
え
づ
ら
い
。
高
校
生
か
ら
大

学
生
を
対
象
と
し
た
若
い
人
材
に
対
す
る

育
成
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
担
い
手
育
成
事
業
や
創
業
・
起
業

池 田　克 子 議員

選
挙
権
年
齢
を
現
在
の
「
20
歳

以
上
」
か
ら
「
18
歳
以
上
」
に

引
き
上
げ
る
「
改
正
公
職
選
挙
法
」
が
６

月
成
立
し
た
。
来
年
６
月
よ
り
施
行
さ
れ

る
。

　
全
国
で
は
約
２
４
０
万
人
が
新
有
権
者

と
な
る
。
当
町
の
見
込
み
人
数
は
。

５
４
０
人
ほ
ど
の
新
有

権
者
が
誕
生
予
定
。

少
子
・
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
、
今
、
若
者
の
力
を

活
用
し
、
日
本
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る

チ
ャ
ン
ス
が
こ
の
18
歳
選
挙
の
意
義
と
も

と
ら
え
ら
れ
る
。
新
有
権
者
の
政
治
意
識

へ
の
醸
成
計
画
は
。選

挙
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
・
習
字
・
標
語
な
ど
の
募
集
と
表
彰
、

投
票
箱
等
の
貸
し
出
し
、出
前
講
座
等
を

引
き
続
き
実
施
す
る
。

模
擬
選
挙
の
推
進
や
意
見
・
情
報
の
交
換

の
場
を
設
定
し
て
い
く
。

投
票
率
は
全
国
的
に
低
迷
し
て

い
る
が
、
当
町
も
例
外
で
は
な

い
。
今
回
の
18
歳
選
挙
を
期
に
若
年
層
の

投
票
率
ア
ッ
プ
へ
の
対
策
は
。

一般質問

18 歳選挙権・政治意識への醸成を

模擬選挙の推進や情報交換の場を
設定する

質
　
問

町
　
長

人
材
育
成
に
支
援
を

を
目
指
す
若
者
に
対
す
る
支
援
な
ど
も
地

方
創
生
推
進
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。宮

大
や
南
九
大
と
の
連
携
に
つ
い
て
も「
地

域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
検
討
し
て

い
る
。

活
動
内
容
は
、
海
外
で
の
語
学

研
修
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。
若
者
の
夢

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
応
援
す
る
助
成
金
の

新
設
が
で
き
な
い
か
。

地
方
創
生
に
よ
る
本
町

で
の
就
農
や
起
業
・
或
い
は
結
婚
な
ど
総

合
戦
略
に
盛
り
込
め
る
よ
う
な
若
者
の
夢

に
つ
い
て
は
支
援
の
方
法
を
検
討
し
た

い
。
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総
合
戦
略
に
お
け
る
地
域
住
民

や
大
学
と
の
連
携
は
。

地
域
住
民
や
事
業
者
な

ど
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力
が
な
け
れ

ば
、
実
施
で
き
な
い
。
自
治
公
民
館
な
ど

と
の
連
携
を
今
ま
で
以
上
に
深
め
て
い
き

た
い
。
若
い
世
代
に
着
目
し
た
時
、
県
外

か
ら
の
学
生
も
多
い
大
学
と
の
連
携
は
重

要
、宮
崎
大
学
・
南
九
州
大
学
と
の
連
携

事
業
に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。

公
共
施
設
と
民
間
施
設
合
体
の

新
し
い
経
営
戦
略
に
対
し
て
の

見
解
は
。補

助
金
を
交
付
す
る
か
ら
地
方
創

生
を
や
ろ
う
か
と
い
う
の
で
は
な
く
本
町

の
課
題
は
何
か
優
先
す
べ
き
は
何
か
を
考

え
た
上
で
事
業
へ
着
手
す
べ
き
。補
助
金

は
ス
タ
ー
ト
時
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、

継
続
し
て
や
っ
て
い
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
自
己
負
担
と
な
る
。将
来
性
を
見
込

ん
で
身
の
丈
に
合
っ
た
部
分
で
判
断
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
、そ
の
進
め
方

に
お
い
て
は
行
政
に
頼
ら
な
い（
補
助
金

福 田　新 一 議員

本
町
は
地
方
創
生
を
具
体
的
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
明

確
に
し
た
い
。
地
方
創
生
推
進
会
議
の
目

的
と
位
置
付
け
を
。

昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た「
ま
ち

ひ
と
し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き
本
町
に

お
け
る「
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
総
合

戦
略
の
策
定
及
び
推
進
に
当
た
り
民
間
事

業
者
や
教
育
機
関
金
融
機
関
等
か
ら
の
幅

広
い
意
見
や
助
言
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

推
進
会
議
を
設
置
し
た
。位
置
付
け
と
し

て
は
総
合
戦
略
に
関
す
る
意
見
や
助
言
を

頂
く
だ
け
で
な
く
事
業
に
着
手
し
た
後
の

効
果
検
証
も
お
願
い
し
た
い
。

「
ひ
と
づ
く
り
部
会
」「
し
ご
と
づ

く
り
部
会
」に
お
け
る
具
体
的
な

施
策
は
出
た
の
か
。26

事
業
の
ア
イ
デ
ア

が
出
て
き
た
。
実
現
性
の
あ
る
も
の
か

ら
、か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
ま
で

様
々
。具
体
的
な
施
策
と
し
て
ど
の
事
業

を
総
合
戦
略
に
盛
り
込
む
か
は
今
後
推
進

会
議
や
本
部
会
議
で
慎
重
に
検
討
す
る
。

結
果
に
つ
い
て
は
10
月
に
全
員
協
議
会
で

説
明
し
た
い
。

一般質問
三股町地方創生推進会議の目的を
明確に

民間事業者や教育機関・金融機関
等からの幅広い意見や助言を反映

質
　
問

町
　
長

に
頼
ら
な
い
）民
間
主
導
の
行
政
支
援
と

い
う
形
が
地
域
づ
く
り
の
本
物
だ
と
思
う
。

町
立
図
書
館
が
最
高
の
集
客
装

置
に
な
る
の
で
は
。

図
書
館
は
本
町
の
大
き
な
財
産
。

資
源
の
活
用
、人
の
交
流
と
地
域
づ
く
り

地
方
創
生
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
。

旭
ヶ
丘
運
動
公
園
の
整
備
内
容

と
利
用
促
進
の
工
夫
と
計
画
は
。

陸
上
競
技
場
の
タ
ー
タ

ン
化
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
広
場
北
側
の
用
地
購
入
及
び
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
も
含
め
て
一
体
的
に
整
備

を
検
討
す
る
。野
球
場
に
お
い
て
は
内
野

の
土
の
入
れ
替
え
、
排
水
対
策
、
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
改
修
等
実
施
済
み
。本
年
同
志
社

大
学
等
５
団
体
の
合
宿
予
定
に
備
え
ピ
ッ

チ
ン
グ
マ
シ
ン
、バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ジ

等
を
購
入
予
定
。

町
立
図
書
館
年
間
入
館
者
数

16
万
３
２
９
７
人

三股町議会だより no.81
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条
委
員
会
の
指
摘
事
項
を
う
け
、や
ま
び

こ
会
運
営
の
正
常
化
を
図
る
た
め
に
、キ

チ
ッ
と
し
た
指
導
・
助
言
を
現
在
執
り

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

投
票
率
向
上
の
た
め
投
票
し
や

す
い
環
境
整
備
と
は
。

国
会
で
、
公
職
選
挙
法
改

正
法
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
町
内
住
所
を
有

し
て
い
れ
ば
、ど
こ
の
地
区
で
も
投
票
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、ま
た
子
供
さ
ん
と

一
緒
に
投
票
所
に
入
場
で
き
る
、そ
れ
に

は
、
ワ
イ
マ
ッ
ク
ス
無
線
等
の
、
効
率
的

な
活
用
に
よ
り
有
権
者
の
負
担
軽
減
策
を

検
討
し
た
い
。

都
城
市
は
午
後
８
時
を
締
切
り

時
刻
と
し
て
る
が
。

期
日
前
投
票
の
実
施
、
結

果
の
早
期
公
表
、人
員
の
確
保
が
困
難
等

理
由
で
あ
る
。

町
議
会
選
挙
投
票
率
は
、
県
下
最

低
で
あ
る
。
向
上
対
策
に
鎌
倉

市
で
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
で

投
票
所
を
設
置
し
た
、
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。

市
の
取
組
み
は
投
票
所
を

重 久　邦 仁 議員

前
理
事
長
へ
不
当
利
得
返
還
請

求
額
は
、
総
額
２
３
０
万
３
８
１

０
円
と
な
る
、
事
件
性
が
あ
る
と
思
う
が

被
害
届
け
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

被
害
届
け
は
、出
さ
な
い
が
、

や
ま
び
こ
会
は
損
害
賠
償
請
求
し
、町
は

民
事
訴
訟
も
進
め
る
。

わ
か
ば
保
育
園
の
土
地
購
入
費
用

は
、
約
２
千
６
４
２
万
円
高
額
で

は
な
い
か
？
面
積
と
所
有
権
は
、
ま
た
公

用
地
取
得
と
な
れ
ば
免
税
さ
れ
た
額
は
。

宅
地
と
し
て
購
入
さ
れ
た
坪

３
万
３
０
６
０
円
、面
積
は
２
千
６
３
８

平
米
で
あ
り
、名
義
は
や
ま
び
こ
会
公
用

地
と
な
り
免
税
額
は
約
４
０
０
万
円

返
還
時
効
が
生
ず
る
期
間
が
あ

る
の
か
。

弁
護
士
に
問
い
合
わ
せ
返
答

し
た
い
。一

般
的
に
公
金
不
正
と
考
え
る

損
害
被
害
額
が
明
ら
か
な
ら
ば

警
察
に
情
報
提
供
す
べ
き
で
な
い
か
。

指
定
管
理
者
と
し
て
県
と
１
０
０

一般質問

不当利得に対しての対応は

やまびこ会は民事訴訟検討・町は損
害賠償請求も進める

質
　
問

福
祉
課
長

公
の
場
所
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
、
移
設
し

た
。

そ
の
結
果
投
票
率
が
最
も
高
か
っ
た
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。実
施
す
る
に
は
課

題
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
、
選
挙
の
投

票
率
向
上
を
図
る
た
め
、
制
度
を
見
直

し
、有
権
者
が
利
便
性
に
応
じ
て
町
内
の

投
票
所
を
自
由
に
選
べ
る
制
度
を
夏
の
参

議
院
選
で
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
と
の

こ
と
、
今
後
、
制
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え

て
慎
重
に
検
討
を
す
る
。

三股町議会だより no.81
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い
が
、
福
島
原
発
事
故
を
ふ
ま
え
、
地
域

防
災
計
画
に
定
め
た
い
。

現
在
被
災
の
想
定
は
な
い

が
、県
の
計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
想

定
し
て
い
く
。

参
議
院
で
強
行
さ
れ
つ
つ
あ
る

安
保
関
連
法
案
に
対
す
る
町
長

の
考
え
は
。

砂
川
事
件（
の
判
決
）か
ら
集
団

的
自
衛
権
を
導
き
出
す
論
法
が
不
思
議
。

こ
ん
な
大
事
な
法
律
を
急
い
で
決
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
声
も
。
ま
だ
ま

だ
論
議
を
深
め
て
ほ
し
い
、国
民
に
理
解

を
求
め
て
ほ
し
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
成

果
と
問
題
点
は
。

発
行
総
額
2
億
６
０
０

０
万
円
の
う
ち
、1
億
７
１
７
７
万
3
千

円
分
が
使
用
さ
れ
て
い
る（
9
月
2
日
現

在
）。
店
舗
で
の
売
上
は
76
・
４
％
が
町

外
資
本
店
舗
で
あ
っ
た
。

森　 正太郎 議 員

自
治
体
の
最
大
の
役
目
は
、
住
民

の
生
命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と

で
あ
る
。
台
風
15
号
に
よ
る
被
害
状
況
、

町
の
対
応
、消
防
団
と
の
連
携
は
。

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被

害
に
遭
わ
れ
た
宮
城
、
茨
城
、
栃
木
な
ど

の
県
民
の
方
々
に
、逆
境
を
克
服
さ
れ
る

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、家
屋
の
屋
根

の
破
損
、
倒
木
等
が
発
生
。
樺
山
・
宮
村

地
区
で
１
７
０
０
戸
が
停
電
し
た
。

24
日
午
後『
台
風
15
号　
状

況
報
告
会
議
』を
開
催
し
た
。午
後
5
時
、

元
気
の
杜
に
避
難
所
開
設
。25
日
午
前
1

時
半
、
庁
舎
内
に
災
害
警
戒
室
を
設
置

し
、対
策
に
あ
た
っ
た
。

（
災
害
警
戒
室
の
協
議
に
は
消
防
団
長
・

副
団
長
を
含
む
。）

福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束
の

見
込
み
が
な
い
ま
ま
、
鹿
児
島
県

川
内
原
発
が
再
稼
働
さ
れ
た
。
原
発
事
故

の
避
難
計
画
、被
災
の
想
定
は
あ
る
か
。

現
在
避
難
計
画
は
策
定
し
て
い
な

一般質問

台風 15号の被害状況は

約1,700戸の停電が発生あり、倒木等
も多数あったが、人的被害はなし

質
　
問

町
　
長

　
町
内
資
本
の
店
舗
で
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
制
限
を
加
え
る
、高
齢
者
、障
が
い
者
、

妊
婦
な
ど
に
対
し
て
、販
売
日
時
や
枚
数

を
わ
け
る
、雨
天
時
を
考
慮
し
た
場
所
の

設
定
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

次
期
の
交
付
金
を
活
用
し
て
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
今
後
は
。

28
年
度
の
要
望
額
が
１

０
０
０
億
円
と
昨
年
度（
１
７
０
０
億
円
）

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、ま
た
先
駆
的

な
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

医
療
費
の
無
料
化
だ
け
で
は
な

く
、放
課
後
児
童
対
策
な
ど
様
々
な
形
で

子
育
て
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。
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川
内
原
発
が
再
稼
働
し
た
が
、避
難
計

画
は

地
方
創
生
交
付
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市町村議会議員研修報告 会場：全国市町村国際文化研修所（JIAM）　
8
月
19
日
か
ら
21
日
の
3
日
間
、滋
賀
県
の

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所（JIA

M

）
に

お
い
て「
平
成
27
年
度
市
町
村
議
会
議
員
研
修　

1
年
生
議
員
の
た
め
に
」が
行
わ
れ
、
本
町
か

ら
は
4
月
に
当
選
し
た
楠
原
議
員
、森
議
員
の

2
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
元
人
事
院
総
裁　

中
島
忠
能
氏
、関
西
学
院
大
学　
吉
田
悦
教
教

授
、
全
国
市
議
会
議
長
会　
本
橋
謙
治
氏
、
同

志
社
大
学
大
学
院　
新
川
達
郎
教
授
の
4
名
。

　
今
回
の
研
修
は
副
題
に
も
あ
る
通
り
、地
方

議
会
に
足
を
踏
み
入
れ
た
ば
か
り
の
議
員
向
け

の
研
修
で
、地
方
議
会
や
議
員
に
つ
い
て
の
基

本
中
の
基
本
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

様
々
な
角
度
か
ら
議
会
と
は
な
に
か
、議
員
と

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
講
義
さ
れ
た
が
、一
貫

し
て
い
た
の
は「
い
か
に
し
て
住
民
の
声
に
応

え
る
か
」と
い
う
点
だ
っ
た
。

こ
の
至
上
命
題
か
ら
ブ
レ
ず
に
、前
例
主
義
に

陥
る
こ
と
な
く
議
会
を
改
革
し
て
い
く
こ
と

は
、本
町
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
と
く
に
2
日
目
の
講
義
で
は
、実
践
的
な
議

会
の
進
め
方
な
ど
を
根
拠
に
な
る
法
令
を
ひ
も

解
き
な
が
ら
学
ん
だ
。三
股
町
で
は
会
期
制
を

採
用
し
て
お
り
年
に
4
回
の
本
会
議
が
招
集
さ

れ
て
い
る
が
、通
年
議
会
と
い
う
形
も
取
れ
る

事
や
、
議
員
の
立
場
か
ら
の
政
策
提
言
な
ど
、

本
町
議
会
で
の
経
験
だ
け
で
は
分
か
り
得
な
い

こ
と
を
補
え
た
。

　
地
方
議
会
の
現
状
と
、そ
れ
に
伴
う
課
題
も

示
さ
れ
た
。
近
年
は
、
合
併
に
よ
っ
て
住
民
の

声
が
行
政
に
届
き
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

地
方
議
員
へ
の
不
信
感
が
高
ま
る
中
で
議
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
特
に
深
刻
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
各
自
治
体
の
取
り
組
み
や
成

果
、ま
た
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
の
議
会
で
の

例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、議
会
改
革
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
。

議
会
報
告
会
や
映
像
配
信
な
ど
議
会
の
透
明
化

の
工
夫
や
、傍
聴
人
を
増
や
す
な
ど
議
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、三

股
町
議
会
で
も
大
い
に
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
他
の
市
町
村
の
議
員
と
の
意
見
交
換
も

あ
り
、い
ず
れ
の
自
治
体
で
も
人
口
減
少
に
悩

み
、「
候
補
者
不
足
」「
議
会
選
挙
の
投
票
率
の

低
下
」が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
議
員
活
動
の
経
験
か
ら
身
に
つ
く
事
も
あ
る

が
、今
回
の
よ
う
に
専
門
の
講
師
の
方
々
に
よ

る
研
修
で
初
め
て
理
解
で
き
た
こ
と
も
大
い

に
あ
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
効
率
的
に
研
修
を
受

け
、住
民
の
声
に
し
っ
か
り
こ
た
え
ら
れ
る
議

会
に
し
て
い
き
た
い
。

　
地
域
活
性
化
な
ど
町
村
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
テ
ー
マ
に
関
し
て
の
集
中
講
義
が
10
月
５
・

６
日
に
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所
で
行
わ

れ
参
加
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
取
組
の
中
で
、

議
員
に
求
め
ら
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

と
い
う
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
、
ほ
ぼ
定
員
の

74
名
が
全
国
の
町
村
か
ら
参
加
し
た
。
議
員
全

員
が
受
講
し
た
自
治
体
も
あ
り
、
ま
た
講
義
後

は
時
間
を
か
な
り
オ
ー
バ
ー
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
、
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
の
意
気
込
み
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
熱
気
を
今
後
に

活
か
し
た
い
と
思
っ
た
。

　
ま
ず
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と
自
治
体

の
役
割
〜
「
自
治
体
消
滅
」
論
を
超
え
て
〜
と

い
う
題
で
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
岡
田

知
弘
教
授
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
主
に
昨
年
５

月
８
日
に
出
さ
れ
た
日
本
創
生
会
議
で
の
増
田

レ
ポ
ー
ト
を
検
証
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
増
田

レ
ポ
ー
ト
は
、
新
成
長
戦
略
策
定
前
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
公
表
さ
れ
、
政
府
の
政
策
を
や
り
や
す

く
す
る
「
仕
掛
け
ら
れ
た
」
レ
ポ
ー
ト
と
言

え
る
と
い
う
見
方
や
、
中
央
主
導
で
は
地
方
は

見
え
な
い
、
地
方
発
想
が
地
方
活
性
化
に
は
重

要
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
講
義
は
非
常
に

新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
従
来
の
企
業
誘

致
型
地
域
開
発
政
策
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
断

じ
、
地
域
に
あ
る
経
済
主
体
が
地
域
に
再
投
資

を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め

に
は
地
域
産
業
の
育
成
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
経

済
の
自
立
性
の
向
上
が
、
地
域
発
展
の
決
定
的

要
素
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
今
こ
そ
地
方
自

治
体
の
独
創
性
・
独
自
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
強
く
思
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
宝
物
の
発

見
が
生
き
が
い
作
り
に
な
る
と
い
う「
コ
コ
学
」

や
明
治
期
の
学
者
の
「
未
来
が
其
の
胸
中
に
在

る
者
之
を
青
年
と
云
う
、
過
去
が
其
の
胸
中
に

在
る
者
を
老
年
と
云
う
」
と
言
う
言
葉
な
ど
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
総
務
省
等
か
ら
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
、
各
地
で
の
地
域
再

生
に
加
わ
っ
て
き
た
斎
藤
俊
幸
氏
の
講
義
で

は
、「
創
発
」
が
地
域
再
生
に
は
必
要
だ
と
繰

り
返
さ
れ
た
。
創
発
と
は
偶
然
に
物
事
を
発
見

す
る
能
力
の
こ
と
で
、「
怪
我
の
功
名
」「
瓢
箪

か
ら
駒
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
ろ
ん
で
も
た

だ
で
は
起
き
な
い
、
し
ぶ
と
い
組
織
と
し
て
の

学
習
能
力
が
重
要
で
あ
り
、
偶
然
を
見
逃
さ
な

い
洞
察
力
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
創
発
と
情
熱

で
再
生
中
の
例
を
数
多
く
知
り
、新
た
な
見
方・

考
え
方
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
方
議
会
、
議
員
の
任
務
と
は

議
会
の
し
く
み
や
進
め
方
を
学
ぶ

様
々
な
課
題

会場：全国市町村国際文化研修所（JIAM）
森　正太郎 議員

町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て　
　

楠 

原 

更 

三 

議
員

▲セミナーのようす

全国市町村国際文化研究所（滋賀県）▲

し
て
い
き
た
い
。
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三股町議会だより no.81町村議会広報研修会
　
「
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
が

10
月
20
日
・
21
日
東
京
都
で
開
催

さ
れ
、
今
回
３
名
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
、
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
・
柏
崎
市
広
報
専
門
官
の
小
田

順
子
氏
に
よ
る
「
伝
え
る
広
報
」

か
ら
「
伝
わ
る
広
報
」
へ
と
題
し

て
、
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　
内
容
と
し
て
、
な
ぜ
文
章
が
わ

か
り
に
く
く
な
る
の
か
、
わ
か
り

に
く
い
お
役
所
文
書
化
と
し
て
、

　
例
え
ば
、
文
書
を
わ
か
り
に
く

く
し
て
い
る
原
因
と
し
て
、
文
学

作
品
と
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
混
同
や

公
用
文
と
広
報
文
の
混
同
・
法
令

文
な
ど
説
明
さ
れ
た
。
わ
か
り
や

す
く
書
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
、

見
や
す
い
文
書
を
作
り
、
図
表
や

イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
、
漢
字
を
少

な
く
す
る
、
改
行
、
白
を
入
れ
る

な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
例
え
て

分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
地
域
活
性
化
の
セ
ン

タ
ー
の
畠
田
千
鶴
氏
に
よ
る
、「
思

わ
ず
手
に
と
る
読
み
た
く
な
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
」
と
題
し

て
、
講
義
が
行
わ
れ
た
。
議
会
だ

よ
り
の
目
的
と
し
て
、
熱
心
に
読

ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
今

ま
で
は
読
ま
な
か
っ
た
か
の
理
由

と
し
て
、

①
存
在
自
体
は
知
っ
て
い
た

②
政
治
に
無
関
心

③
議
会
と
聞
い
た
だ
け
で
ア
レ
ル

　
ギ
ー

な
ど
挙
げ
ら
れ
、
読
ん
で
も
ら
う

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
解

決
と
し
て
編
集
の
力
で
改
善
で
き

る
こ
と
や
表
紙
の
魅
力
、
特
集
の

内
容
を
面
白
い
紙
面
に
す
る
。
工

夫
と
し
て
誌
面
の
後
半
に
議
会
報

告
な
ど
、
町
民
と
対
話
し
て
い
る

取
り
組
み
な
ど
挙
げ
た
上
で
「
議

会
だ
よ
り
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と

言
え
る
よ
う
す
る
に
は

①
長
年
続
け
て
き
た
パ
タ
ー
ン
　

を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
は

②
議
会
の
何
を
伝
え
た
い
の
か

な
ど
町
民
目
線
に
立
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
な
ど
学
ん
だ
。　

　
次
の
日
は
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
に
よ
り
、

２
０
１
４
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
優
良

紙
に
選
ば
れ
た
「
議
会
だ
よ
り　

だ
い
せ
ん
」
と
「
か
わ
に
し
議
会

だ
よ
り
」
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

た
。
表
紙
の
写
真
や
言
葉
づ
か
い

表
記
、
編
集
作
業
の
日
程
、
編
集

の
流
れ
な
ど
学
ん
だ
。

　
新
し
い
委
員
会
に
な
っ
て
、
今

回
初
め
て
研
修
を
受
け
た
。
全
国

か
ら
今
ま
で
に
な
い
参
加
者
が
集

ま
り
、
ど
う
し
た
ら
町
民
の
皆
様

に
伝
わ
る
か
な
ど
、
広
報
紙
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

議案番号 議　案　名
結
　

果

森 

正
太
郎

楠
原 

更
三

福
田 

新
一

池
邉 

美
紀

堀
内 

義
郎

内
村 

立
𠮷

指
宿 

秋
廣

重
久 

邦
仁

池
田 

克
子

山
中 

則
夫

桑
畑 

浩
三

福
永 

廣
文

75号 三股町特定個人情報保護条例 可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

議 

長 

職 

の 

た 

め 

表 

決 

に 

は 

参 

加 

し 

な 

い

76号 三股町公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等
に関する条例等の一部を改正する条例

可
決 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77号 三股町使用料及び手数料徴収条例の一部を改正す
る条例

可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78号 三股町税条例の一部を改正する条例 可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80号 平成27年度三股町一般会計補正予算（第2号） 可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

81号 平成27年度三股町国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）

可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90号 平成27年度三股町介護保険特別会計補正予算
（第3号）

可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 鹿児島県川内原発再稼動について公開住民説明会を
求める請願書

不
採
択

○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○

意見書第5号 地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意
見書

可
決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

上記以外の議案第65号から第74号まで、第79号、第82号から第89号、諮問第1号、第2号については全会一致のため未記載としております。

平成27年 第５回 ９月定例会 表決結果
○は賛成　●は反対　―は欠席　　　※議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません。

▲芳野先生との意見交換
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こうなりました

議
会
事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

レポート
追 跡第

十
六
回

指定管理者制度の意義は、利用者へのサービ
ス向上や管理運営経費の負担軽減にあるそし
て、民間の手法を活かし弾力性や柔軟性のあ
る施設の運営が期待される。現在指定管理を
受けている施設名と今後の計画は。
平成25年12月定例議会　 一般質問

①上米公園のパークゴルフ場②在宅老人
デイサービスセンター③養護老人ホーム
清流園。今後は図書館、文化会館、体育館
等を十分協議していく。

町 長 答 弁

あんた
どげんなった

な？

指定管理者制度の充実を図れ パークゴルフ場増設の進捗状況は

12
月
議
会
は
、
12
月
７
日
か

ら
の
予
定
。

　

町
民
の
方
の
多
く
の
議
会

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

平成 26 年度の県指導監査指摘事項につ
いては、組織機構の見直しもされ、透明
性をもった適正な運営がなされていた。

▲清流園のようす

こうなりました

現在のパークゴルフ場は、平成18年３月に
設立している。平成23年９月議会で増設に
ついて継続審議、12月議会で趣旨採択とい
うことで決まった。パークゴルフ場の具体的
内容は。
平成26年6月定例議会　  一般質問

南側に１コース（９ホール）増設中。

▲10月現在のパークゴルフ場のようす

三股町議会だより no.81

現在のパークゴルフ場南側を１コース（９
ホール）増設する計画である。10月以降
一部の工事を実施する予定。

都市整備課長答弁

▲町村議員大会15



こ
ん
に
ち
は 議
会
で
す
　
 N

o .81
平
成
27年

11月
15日（

N
o.81）　

■
発
行
/
三
股
町
議
会
　
〒
889

-1995 宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町
五
本
松
1-1　

TEL.0986-52-9310　
■
編
集
/
議
会
広
報
委
員
会
　

編 

集 

後 

記
委
員
長

内 

村
　
立 

𠮷

副
委
員
長

堀 

内
　
義 

郎

委　
　

員
重 

久
　
邦 

仁

委　
　

員
福 

田
　
新 

一

　

５
月
上
旬
広
報
編
集
常
任
委
員
会
は
、
新
メ

ン
バ
ー
と
な
り
早
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
編
集
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
、
時

に
は
議
論
と
な
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
広
報
紙

も
一
新
と
は
な
ら
な
く
も
更
新
す
べ
き
で
は
な

い
か
…
…
。

　

自
然
界
に
お
い
て
も
丁
度
こ
の
頃
、
森
の
中

で
は
新
し
く
草
木
が
生
え
変
わ
り
、
少
し
ず
つ

更
新
し
な
が
ら
新
緑
の
森
林
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
今
回
も
よ
り
よ
い
紙
面
作
り

を
学
ぶ
た
め
、
10
月
に
東
京
研
修
に
行
き
ま
し

た
。
学
ん
だ
事
は
、
作
成
に
お
い
て
ル
ー
ル
を

基
本
と
し
な
が
ら
も「
伝
え
る
広
報
か
ら
伝
わ

る
広
報
」へ
と
な
る
様
努
め
る
事
で
す
。
そ
し

て
、
町
民
の
目
線
で
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
読
ま

れ
る
広
報
紙
と
し
て
、
更
に
新
し
い
気
持
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

　自治公民館を中心に、子ども会、壮年会等、きっと活躍でき
る場所があります。隣近所の方々との親睦で、安心できる住み
よい街にしましょう。

自治公民館加入案内
三股町・三股町自治公民館連絡協議会
電話　52-1111　内線 1801

下新馬場
自治公民館

下新地区の歴史は古いですが、新しい地域と
して寛容の心を持って運営しています。近
年、住宅の増加にともなって新しい人達も多
くなってきました。高齢者の方から若い人ま
で、みんなで力を合わせより良い地域社会を
築いていきましょう。桒畑　利博 館長

今　市
自治公民館

お隣さん、元気
つながりを知る

西山　繁敏 館長

グラウンドゴルフ終了後の集合写真▲

下新地区の歴史は古いです

下新馬場自治公民館は…

◀グラウンドゴルフ大会の様子

「環境美化」をテーマに植えたペンタスの花▲

◀今市文化作品発表会

今市自治公民館は…

今市自治公民館は、地域住民及び世帯相互
の親睦と教養を高めると共に生活向上を図
り、より良い家庭や地域の社会福祉増進に
寄与することを目的としています。転入さ
れた皆さんを心から歓迎します。ぜひ支部
への加入をお願いします。

発
行
責
任
者
／
福
永　

廣
文
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